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み
な
さ
ん
、

こ
ん
に
ち
は
。

本
日
は
、
令

和
4
年
度
高
知

市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
定

時
総
会
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
総
会
は
、
過
去
2
年
間
、

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
簡
素
で
出
席
者
を
制
限

し
た
開
催
と
し
て
き
ま
し
た
。
本
日
、
久
し

ぶ
り
に
総
会
に
出
席
さ
れ
る
会
員
の
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
今
年
の
総
会
は
、
よ
う

や
く
以
前
の
総
会
に
少
し
戻
し
た
形
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

関
係
機
関
の
皆
様
に
も
、
今
回
3
年
ぶ
り

に
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
公
務

ご
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
知
市
な
ら

び
に
高
知
市
議
会
、
ま
た
高
知
労
働
局
な
ど

か
ら
、
多
数
ご
臨
席
を
賜
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
多
く
の
皆
様
に
ご
出
席
い
た

だ
き
、
ま
た
、
総
会
に
併
せ
て
の
感
謝
状
の
贈

呈
や
表
彰
状
の
授
与
も
行
う
こ
と
も
で
き
ま

す
こ
と
を
、
本
当
に
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

高
知
市
副
市
長
の
松
島
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
市
長
か
ら
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
日
は

あ
い
に
く
出
張
中
の
た
め
出
席
が
か
な
い
ま

せ
ん
の
で
、
市
長
か
ら
預
か
っ
て
ま
い
り
ま
し

さ
て
、
昨
年
度
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
設
立

40
周
年
の
節
目
の
年
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
、
多
く
の
人
の
集
ま
る
記
念
行
事
は
、
開
催

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
記
念
事
業
と
し
て
記

念
誌
の
発
行
と
全
会
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
念
誌
で
は
、
高
齢
者
の
元
気
、
ひ
い
て

は
地
域
の
元
気
、
活
性
化
に
寄
与
す
る
シ
ル

バ
ー
事
業
の
意
義
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
半
数
を
超
え
る
604
名
の
会
員

か
ら
回
答
が
あ
り
、
多
く
の
前
向
き
で
貴
重

な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後

の
活
動
・
運
営
に
し
っ
か
り
と
生
か
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
の
事
業
実
績
で
は
、
会
員

数
で
は
、
一
昨
年
か
ら
2
年
連
続
の
増
加
に

は
至
ら
ず
若
干
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
が
、

契
約
金
額
は
一
昨
年
の
減
少
か
ら
増
加
に
転

じ
、
コ
ロ
ナ
前
の
令
和
元
年
度
を
上
回
る
実

績
と
な
り
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
地
域
に
必
要

と
さ
れ
て
い
る
結
果
で
あ
り
、
会
員
の
皆
様

の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
抑
制
さ
れ
て
き
た

社
会
経
済
活
動
が
、
感
染
対
策
と
両
立
さ
せ
て

再
開
す
る
方
向
へ
と
動
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
動
き
に
呼
応
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
に

理
事
長
挨
拶

市
長
祝
辞

た
挨
拶
を
代
読
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
高
知
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
第
42
回
定
時
総
会
が
、
開
催
さ
れ
ま

す
こ
と
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

高
知
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、「
自

主・自
立
、
共
働・共
助
」
の
理
念
の
も
と
、「
働

く
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
と
生
き
が
い
を
求
め

る
高
年
齢
者
」
の
方
々
の
た
め
の
組
織
と
し

て
、
昭
和
56
年
に
発
足
し
て
以
来
、
40
年
以

上
に
わ
た
る
会
員
の
皆
さ
ま
、
職
員
の
方
々

の
ご
尽
力
に
対
し
、心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
、
総
務
省
の
人
口
推
計
に
よ
り
ま
す

と
、
令
和
３
年
10
月
現
在
の
我
が
国
の
人
口

は
、
１
億
２
、５
５
０
万
人
で
あ
り
、
対
前

年
で
過
去
最
大
の
減
少
幅
を
記
録
し
た
一
方

で
、
65
歳
以
上
の
割
合
は
過
去
最
高
の
28.9
％

と
な
り
ま
し
た
。

高
知
市
に
お
け
る
本
年
４
月
１
日
現
在
の
推

計
人
口
は
、
５
年
前
よ
り
１
万
１
、３
０
０
人

余
り
減
少
し
た
一
方
で
、
65
歳
以
上
の
割
合

は
28.3
％
か
ら
30.4
％
へ
と
上
昇
し
て
お
り
、
全

国
に
先
駆
け
て
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
貴
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
高
齢
者
の
多
様
な
就
業
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
て
、
日
常
生
活
に
密
着
し
た
高
齢
者

に
ふ
さ
わ
し
い
就
業
の
機
会
を
確
保
、
提
供

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、「
ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
」
は
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
工
夫
し
な
が
ら
「
子
ど
も
見
守
り
隊
」

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
継
続
さ
れ
、安
全
・

安
心
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し

ま
す
と
と
も
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
の
人
口
減
少
に
お
い
て
も
、
人
手
不

足
を
補
う
労
働
の
担
い
手
と
し
て
、
貴
セ
ン

松島 研

高知市副市長

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度

日
時
：
令
和
４
年
５
月
31
日
（
火
）
13
時
30
分
〜

場
所
：
高
知
会
館　

２
階　

白
鳳
の
間

第第
4242
回
定
時
総
会

回
定
時
総
会

お
き
ま
し
て
も
、
会
員
拡
大
と
就
業
機
会
の
確

保
な
ど
の
取
組
を
強
化
し
て
い
く
と
と
も
に

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応
を
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
今
後
に
か
か
わ
る
大

き
な
問
題
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
制
度
が
実
施
を

さ
れ
ま
す
と
、
非
常
に
困
難
な
調
整
も
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
、
関
係
団
体
の
皆
様
に
は
、
ご
指
導
ご
支
援

の
ほ
ど
、
何
卒
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
、
議
案
と
し
て
令
和
3
年
度
の
事

業
報
告
、
収
支
決
算
な
ど
2
件
を
お
諮
り
す

る
と
と
も
に
、
ご
報
告
と
し
て
令
和
4
年
度

の
事
業
計
画
、
収
支
予
算
な
ら
び
に
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
に
関
す
る
ご
説
明
な
ど
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
ご
審
議
の
程
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
ご
出
席
の
皆
様
の
今
後
と
も
の
ご

健
勝
、
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
開
会

に
あ
た
り
ま
し
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会員総数　
� 1,045名
委任状提出者
� 672名
出席者
� 91名
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松
田
医
薬
品
株
式
会
社
南
国
工
場
様

公
益
財
団
法
人
太
平
洋
福
祉
協
会
様

株
式
会
社
　
ミ
ロ
ク
様

◆
発
注
者
感
謝
状  

3
団
体

（
令
和
３
年
度
実
績
）

江
本　

愛
子
さ
ん（
潮
江
ブ
ロッ
ク
）

竹
内　

敏
春
さ
ん（
一宮
ブ
ロッ
ク
）

高
橋　

勝
利
さ
ん（
秦
ブ
ロッ
ク
）

岸
野　

賢
治
さ
ん（
初
月
ブ
ロッ
ク
）

下
村　
　

建
さ
ん（
朝
倉
ブ
ロッ
ク
）

佐
竹　
　

二
さ
ん（
鴨
田
ブ
ロッ
ク
）

浜
平　

正
夫
さ
ん（
初
月
ブ
ロッ
ク
）

山
﨑　

英
朗
さ
ん（
朝
倉
ブ
ロッ
ク
）

阿
部　

義
隆
さ
ん（
城
東
ブ
ロッ
ク
）

菊
地　

桂
子
さ
ん（
潮
江
ブ
ロッ
ク
）

五
百
蔵　

亮
さ
ん（
一宮
ブ
ロッ
ク
）

伊
藤　

幹
夫
さ
ん（
長
浜
ブ
ロッ
ク
）

小
松　

容
子
さ
ん（
大
津
介
良
ブ
ロック
）

西
尾
佐
恵
子
さ
ん（
城
西
ブ
ロッ
ク
）

隅
田　

明
美
さ
ん（
大
津
介
良
ブ
ロック
）

田
所　

聰
子
さ
ん（
一宮
ブ
ロッ
ク
）

明
坂　

忠
子
さ
ん（
一宮
ブ
ロッ
ク
）

筒
井
多
賀
子
さ
ん（
一宮
ブ
ロッ
ク
）

山
岡　
　

章
さ
ん（
秦
ブ
ロッ
ク
）

山
中
美
代
子
さ
ん（
大
津
介
良
ブ
ロック
）

◆
会
員
表
彰
状

　
　
　
　

    

（
令
和
３
年
度
実
績
）

◆
退
任
役
員
特
別
表
彰

第
42
回
定
時
総
会
は
5
月
31
日
（
火
）

３
年
ぶ
り
に
一
般
会
員
が
参
加
し
て
、

高
知
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
田
村
次

長
に
よ
り
規
程
に
よ
る
総
会
の
成
立
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
書
の
次
第
に
従
っ
て
、
開
会
宣

言
、
理
事
長
挨
拶
に
続
き
、
市
長
祝
辞

の
代
読
と
労
働
局
長
の
祝
辞
を
頂
き

ま
し
た
。
続
い
て
発
注
者
3
団
体
様
に

感
謝
状
贈
呈
、
会
員
20
名
に
会
員
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
退
任

さ
れ
る
理
事
・
監
事
の
特
別
表
彰
が
あ

り
ま
し
た
。

西
郷
泰
和
氏
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、

合
わ
せ
て
議
事
録
署
名
人
と
書
記
が

決
ま
り
本
題
に
入
り
ま
し
た
。

ま
ず
第
1
号
報
告
、
令
和
3
年
度
収

支
補
正
予
算
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
続
い
て
議
案
審
議
に
入
り
、
第

１
号
議
案
、
令
和
3
年
度
事
業
報
告
及

び
収
支
決
算
並
び
に
監
査
報
告
を
承
認
、

第
２
号
議
案
、
理
事
・
監
事
の
選
任
に

つ
い
て
提
案
通
り
承
認
し
ま
し
た
。

次
に
報
告
事
項
に
移
り
、
第
2
号
報

告
、
令
和
4
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算
が
報
告
さ
れ
、
第
3
号
報
告
と
し

て
令
和
５
年
10
月
か
ら
導
入
予
定
の

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

第
42
回

定
時
総
会
を
取
材
し
て

規
定
に
よ
る
会
員
表
彰
の
対
象
者

①
セ
ン
タ
ー
会
員
の
在
籍
期
間
が
3
年
以

上
の
者

②
就
業
日
数
が
セ
ン
タ
ー
会
員
の
平
均
就

業
日
数
を
上
回
る
者

③
地
域
に
お
い
て
、セ
ン
タ
ー
会
員
の
確
保

と
会
員
の「
自
主・自
立
、共
働・共
助
」

に
対
し
、積
極
的
に
活
動
し
、そ
の
功

績
顕
著
な
者

④
そ
の
他
、理
事
長
が
特
に
必
要
と
認
め
た
者

最
後
に
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
長
期
に
わ
た
る
未
回

収
金
の
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
当
該
職

員
と
事
務
局
長
に
懲
戒
処
分
が
あ
っ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
終
了
後
、
野
村
卓
司
副
理
事
長

に
よ
る
閉
会
宣
言
で
全
日
程
を
終
了

し
ま
し
た
。�

（
編
集
部
）

【
追
記
】

「
40
周
年
記
念
誌
」
に
つ
い
て
、
全
て

の
会
員
が
読
め
る
よ
う
に
配
慮
を
お
願

い
し
た
い
、
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
「
全
員
に
配
布
は
む
ず
か

し
い
が
、
少
し
時
間
を
頂
き
善
処
し
ま

す
」
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

副
理
事
長　

宇
賀　

義
仁
さ
ん

�

（
春
野
ブ
ロッ
ク
）

理
　
　
事　

坂
野　

耕
一さ
ん

�

（
潮
江
ブ
ロッ
ク
）

理
　
　
事　

多
田　

睦
代
さ
ん

�

（
三
里
ブ
ロッ
ク
）

監
　
　
事　

北
村　

隆
洋
さ
ん

�

（
春
野
ブ
ロッ
ク
）

タ
ー
の
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
の
豊
富
な
知

識
や
経
験
、
技
能
を
活
か
し
な
が
ら
、
様
々

な
場
で
活
躍
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
が
い

や
充
実
感
に
つ
な
げ
ら
れ
ま
す
こ
と
を
期
待

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
市
と
し
ま
し

て
は
、
生
涯
現
役
と
し
て
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
高
齢
者
の
皆
様
の
社
会
参
加
の
促
進

を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
高
知
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
が
ま
す
ま
す
ご
発
展
さ
れ
ま
す
と

と
も
に
、
会
員
の
皆
さ
ま
方
が
健
康
で
末
長

く
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
ま
し
て
、

私
か
ら
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�

令
和
４
年
５
月
31
日

�

高
知
市
長��

岡
㟢�

誠
也
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新
理
事  

立
仙 

貴
俊

総
会
の
席
上
、
来
年
度
導
入
し
な

く
て
は
な
ら
な
い「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」

の
説
明
を
受
け
た
り
、
ま
た
手
渡
さ
れ

た
「
理
事
の
役
割
と
活
動
」
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
目
を
通
し
た
結
果
、
こ
れ
は

大
変
な
時
期
に
理
事
に
選
任
さ
れ
た

も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
痛
感
い
た
し

ま
し
た
。
今
の
私
に
は
理
事
の
仕
事
を

ど
の
様
に
行
っ
て
い
け
ば
良
い
の
か

白
紙
状
態
で
す
。
幸
い
に
も
経
験
豊
富

な
理
事
長
が
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
教
え

を
こ
い
な
が
ら
理
事
と
し
て
の
職
務

を
全
う
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
新
理
事  

松
村 

守
明

初
め
て
定
時
総
会
、
理
事
会
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
、
そ
の
場
の
緊
張
感
に

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
し
た
。
令
和

４
年
度
は
会
員
の
減
少
化
に
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
事
、
令
和
５
年
10
月
１

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
（
適
格
請
求
書
等
保
管
方
式
）
が

大
き
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

２
つ
は
と
て
も
関
連
性
が
あ
る
事
を

学
び
ま
し
た
。
微
力
な
が
ら
約
一
千
人

の
会
員
仲
間
の
声
を
聞
い
て
、
活
力
あ

る
高
知
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
な
る
よ
う
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
新
理
事  

高
橋 

美
知
子

は
じ
め
ま
し
て
高
橋
と
申
し
ま
す
。

大
変
厳
し
い
社
会
情
勢
、
未
だ
に
コ
ロ

ナ
感
染
の
収
束
も
見
通
せ
な
い
状
況

で
す
。
高
知
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
も
会
員
の
就
労
、
研
修
、
ク
ラ

ブ
活
動
を
制
限
・
中
止
さ
れ
影
響
を
受

け
て
お
り
ま
す
。
高
知
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
や
活
動
が
早
く

日
常
に
戻
る
こ
と
を
念
願
し
て
お
り

ま
す
。
微
力
非
才
の
私
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
会
員
の
皆
様
と
共
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

お
膝
元
、
城
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
久
保
直
幸�

さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。
城
東
ブ

ロ
ッ
ク
は
暫
く
ブ
ロ
ッ
ク
長
不
在
で
し

た
。
1
年
前
に
事
務
局
と
相
談
し
な

が
ら
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
な
り
手
の
無
い
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
に

な
っ
た
ば
か
り
の
久
保
さ
ん
に
さ
ら
に

お
願
い
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
快
諾
頂

い
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
物
腰
の
柔

ら
か
い
大
変
ソ
フ
ト
な
親
し
み
を
感

じ
る
リ
ー
ダ
ー
と
言
う
印
象
で
し
た
。

城
東
ブ
ロ
ッ
ク
は
久
万
川
か
ら
、

鏡
川
、
は
り
ま
や
町
迄
が
お
お
よ
そ
の

区
域
と
な
り
ま
す
。
住
宅
地
域
、
工
場

地
域
、
商
業
施
設
等
が
混
在
し
て
い

ま
す
。
商
業
施
設
は
フ
ジ
・
南
国
ス
ー

パ
ー
・
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
・
サ
ニ
ー
・

エ
ー
ス
ワ
ン
・
と
さ
の
さ
と
・
卸
団
地
・

ニ
ト
リ
・TSUTA

YA

・
ベ
ス
ト
電

器
等
多
彩
で
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
長
に
な
っ
て
丁
度
1
年

で
す
が
何
も
判
ら
な
い
中
コ
ロ
ナ
禍

新
理
事
に
な
っ
て
の
抱
負

で
十
分
な
活
動
は
出
来
て
い
な
い
の

が
現
状
の
様
で
す
。
今
年
4
月
に
初
め

て
役
員
会
を
開
催
し
、
役
員
間
の
意
思

疎
通
を
は
か
り
今
後
の
ブ
ロ
ッ
ク
運

営
に
関
し
て
協
議
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
は
、
来
年
早
々
に

コ
ロ
ナ
の
状
況
を
判
断
し
て
開
催
可
否

を
決
め
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ご
本
人
の
シ
ル
バ
ー
で
の
業
務
は
、

都
市
整
備
公
社
へ
の
派
遣
社
員
と
し

て
、街
路
樹
剪
定
業
務
で
12
名
の
リ
ー

ダ
ー
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
知
市
内

の
公
園
の
草
刈
り
・
剪
定
・
清
掃
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
勤
務
調
整
等
を
補
助

的
に
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
ご
自
身
の
こ
と
を
お
伺
い

し
ま
し
た
。
東
京
の
学
校
を
卒
業
し

て
大
阪
・
名
古
屋
で
家
具
（
応
接
セ
ッ

ト
）
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
し
て
い
ま
し
た

が
30
代
に
高
知
に
帰
り
ま
し
た
。
水
道�

設
備
業
、
自
営
で
印
刷
業
等
を
経
て

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
趣
味
は
現
在

ナ
ン
プ
レ（
数
独
）に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。

若
い
頃
は
バ
イ
ク
で
大
阪
か
ら
富
山
、

長
野
、
東
京
と
一
周
し
ま
し
た
。
最
近

は
車
に
乗
っ
て
も
追
い
抜
く
こ
と
が

無
く
全
部
追
い
抜
か
れ
る
そ
う
で
す
。

ご
本
人
の
モ
ッ
ト
ー
は
、「
み
ん
な

元
気
で
仲
良
く
」。
年
を
と
る
と
一
つ
の

考
え
に
固
執
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
「
人

と
よ
く
話
し
て
人
の
話
を
聞
い
て
お
互
い

を
よ
く
知
る
こ
と
」だ
そ
う
で
す
。（
阿
部
）

城東ブロック長
久保 直幸さん

ブ
ロ
ッ
ク
長
に
き
く

ブ
ロ
ッ
ク
長
に
き
く

40
周
年
記
念
誌
の
販
売
に
つ
い
て

当
セ
ン
タ
ー
は
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
令
和
3
年
8
月
で
設
立
40
周
年
の

節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
40
年

の
歩
み
を
礎
と
し
、
更
な
る
飛
躍
を
め
ざ

し
て
40
周
年
記
念
誌
を
発
刊
し
て
お
り
ま

す
。
当
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
販
売
い
た
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
、
ぜ

ひ
ご
購
入
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
来
所
の
際

や
、
お
電
話
で
の
お
申
込
み
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
一
冊
500
円
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
事
務
局
長��

藤
原
）
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今
回
は
中

秦
泉
寺
に
あ

る
「
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
秦
い

き
い
き
学
校
」

を
訪
問
し
ま

し
た
。
こ
の

施
設
は
医
療

法
人
大
和
会

が
運
営
し
て

お
り
、
認
知

症
対
応
の
施
設
で
す
。
二
、三
階
は

ユ
ニ
ッ
ト
型
で
各
階
９
名
ず
つ
計
18

名
の
方
が
入
居
し
て
お
り
、
日
々

個
々
の
状
態
に
応
じ
た
ペ
ー
ス
で
皆

で
助
け
合
い
な
が
ら
生
活
さ
れ
て
い

ま
す
。

職
員
と
一
緒
に
趣
味
や
家
事
を
お

こ
な
い
、
そ
の
人
ら
し
く
尊
厳
の
あ

る
毎
日
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
機
能

回
復
訓
練
も
併
せ
て
提
供
し
て
お
り

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も
受
入
れ
て
い
ま
す
。

一
人
で
は
出
来
な
い
こ
と
も
共
同
生

活
の
中
で
楽
し
く
家
族
的
な
雰
囲
気

を
心
が
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
「
秦
い
き
い
き
学
校
」
に
は

セ
ン
タ
ー
の
仲
間
２
名
が
昼
食
調
理

こ
う
ち
森
林
救
援
隊
か
ら
３
名
の

講
師
が
派
遣
さ
れ
高
知
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
11
名
が
参
加
し
ま�

し
た
。
こ
う
ち
森
林
救
援
隊
は
高
知
市

の
森
林
保
全
の
た
め
に
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
し
て
い
る
団
体
で
す
。

当
日
は
朝
か
ら
雨
天
で
、
午
前
の

座
学
が
終
了
し
昼
休
憩
の
頃
に
は
雨

脚
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
為
、
午

後
か
ら
の
野
外
で
の
実
技
講
習
は
中

止
と
な
り
、
引
き
続
き
テ
キ
ス
ト
に

そ
っ
て
、
刈
払
機
の
取
り
扱
い
の
説

明
、
操
作
時
間
に
よ
る
点
検
作
業
、
整

備
の
仕
方
、
作
業
時
間
の
規
定
、
作
業

中
の
安
全
規
定
な
ど
よ
り
細
か
な
講

習
が
あ
り
ま
し
た
。
刈
払
機
を
分
解

し
、
そ
の
構
造
や
整
備
の
仕
方
、
部
品

で
就
業
し
て
い
ま
す
。

就
業
さ
れ
て
い
か
が
で
す
か
と�

聞
い
て
み
ま
し
た
。

「
就
業
は
週
３
日
３
時
間
で
、
２

人
で
話
し
合
い
な
が
ら
無
理
の
な
い

シ
フ
ト
で
従
事
し
て
い
ま
す
。
就
業

先
は
便
利
な
場
所
に
あ
り
、
行
き�

帰
り
に
自
分
の
用
事
を
済
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
て
、
時
間
を
有
効
に
使
え

る
の
が
嬉
し
い
で
す
」
と
の
こ
と
。

施
設
長
に
よ
る
と
お
２
人
と
も
頑

張
っ
て
く
れ
て
い
る
と
好
評
価
で
す
。

「
人
と
関
わ
り
合
い
な
が
ら
就
業

し
、
毎
月
の
配
分
日
を
楽
し
み
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
」
と
、
笑
顔
で
取
材

に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
会
員
さ
ん
で

し
た
。�

（
吉
村
・
池
田
）

交
換
の
時
期
や
、

部
品
購
入
時
の

注
意
事
項
な
ど

予
定
に
な
い
講

習
で
は
会
員
全

員
メ
モ
を
取
り

な
が
ら
真
剣
に

受
講
し
て
い
ま

し
た
。

●
三
里
ブ
ロ
ッ
ク　

Ｋ
さ
ん

刈
払
機
講
習
会
は
初
め
て
の
受
講

で
す
。
私
は
調
理
師
歴
50
年
で
室
内
の

仕
事
で
し
た
の
で
、
シ
ル
バ
ー
で
は
屋

外
で
の
就
業
を
望
ん
で
受
講
し
ま
し
た
。

●
潮
江
ブ
ロ
ッ
ク　

Ｔ
さ
ん

私
は
２
回
目
の
受
講
で
す
。
１
回
の

講
習
で
は
な
か
な
か
覚
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

自
分
の
ス
キ
ル
向
上
の
た
め
、
出

来
る
だ
け
多
く
受
講
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
講
師
に
よ
っ
て
講
習
会

の
内
容
が
違
い
ま
す
の
で
勉
強
に
な

り
ま
す
。
刈
払
の
就
業
を
し
て
い
ま

す
の
で
色
々
確
認
出
来
て
復
習
に
な

り
ま
し
た
。

刈
払
の
就
業
に
は
講
習
会
の
受
講

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
刈
払

の
就
業
を
望
ま
れ
て
い
る
会
員
さ
ん

は
事
務
局
で
講
習
会
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。�

（
池
田
）

お
客
様
に
き
く

お
客
様
に
き
く

秦
い
き
い
き
学
校

入居者さんたちの楽しい昼食タイム

森林救援隊の講師がテキストに
そって座学を進めています。

会
員
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

３
月
３
月
1818
日　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
半

日　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
半

高
知
市
春
野
町
芳
原
公
民
館

高
知
市
春
野
町
芳
原
公
民
館��

に
て
に
て
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四
男
坊
の
楽
し
い

　
　  

シ
ニ
ア
ラ
イ
フ

   
　 
　
　
　
茨
木 

憲
二
さ
ん 

　

  
　
　
　
　
　    

　
　
　 

   

城
西
ブ
ロ
ッ
ク 

67
歳

「
私
は
我
が
家
で

一
番
手
の
か
か
る

四
男
坊
で
す
」。
67

歳
に
な
る
茨
木
さ

ん
の
自
己
紹
介
で
す
。「
結
婚
は
10

回
を
越
す
お
見
合
い
の
結
果
で
し
て

ね
」。
同
席
の
男
性
編
集
員
（
ほ
と
ん

ど
お
見
合
い
歴
な
し
）
は
び
っ
く
り

‼
「
つ
わ
も
の
（
強
者
）
や
な
ぁ
～
」。

「
シ
ル
バ
ー
会
員
に
な
っ
て
本
当
に

よ
か
っ
た
」
と
う
れ
し
い
お
言
葉
も
。

こ
ち
ら
も
お
会
い
出
来
て
よ
か
っ
た

で
す
。
今
回
は
茨
木
憲
二
会
員
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
お
届
け
し
ま
す
。

茨
木
さ
ん
は
事
務
職
と
し
て
65
歳

ま
で
勤
め
上
げ
、
シ
ル
バ
ー
会
員
に
。

長
ら
く
室
内
の
仕
事
だ
っ
た
の
で
、

シ
ル
バ
ー
で
は
屋
外
で
働
き
た
い
と

希
望
し
ま
し
た
。

ま
ず
日
曜
日
の
公
園
に
出
入
り

す
る
人
数
の
調
査
、
12
時
間
の
長
丁
場

で
た
い
へ
ん
で
し
た
が
面
白
か
っ
た

で
す
。
次
に
自
動
車
販
売
会
社
が
行

う
定
期
点
検
の
仕
上
げ
に
な
る
洗
車
。�

ド
ア
の
隙
間
な
ど
細
か
い
と
こ
ろ
を

丁
寧
に
し
て
、
真
っ
黒
い
と
こ
ろ
が

白
く
な
っ
て
ゆ
く
快
さ
と
達
成
感
が

た
ま
り
ま
せ
ん
。

週
3
日
間
で
4
ヶ
月
続
け
ま
し
た
。

大
い
に
汗
を
か
き
、
自
然
に
5
㎏
の

減
量
に
成
功
。
こ
の
仕
事
は
3
月
末

で
終
了
し
ま
し
た
が
、
今
で
も
当
時

の
体
重
を
維
持
し
て
い
る
の
は
自
慢

で
す
。
1
台
の
洗
車
を
2
人
で
45
分

を
目
途
に
完
了
す
る
こ
と
を
続
け
て

い
る
と
、
他
の
こ
と
も
工
夫
次
第
で

時
間
内
に
済
ま
す
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

就
業
以
外
で
も
シ
ル
バ
ー
会
員
の

利
点
が
あ
り
ま
す
。
会
員
が
受
講
で
き

る
無
料
講
習
会
で
刈
払
機
や
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
の
扱
い
方
の
コ
ツ
を
学
び
ま
し
た
。

習
得
し
た
技
術
が
日
々
の
暮
ら
し
に�

生
き
て
い
ま
す
。
ま
た
「
や
さ
し
い
英

語
ク
ラ
ブ
」
に
入
り
、
月
2
回
の
集
い

は
ほ
と
ん
ど
欠
か
し
ま
せ
ん
。
こ
の

グ
ル
ー
プ
の
居
心
地
の
良
い
雰
囲
気

が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

趣
味
は
畑
仕
事
と
ド
ラ
イ
ブ
で
す
。

作
っ
た
野
菜
は
エ
ン
ド
ウ
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
、
芽
キ
ャ
ベ
ツ
、
白
菜
な
ど
驚
く

ほ
ど
多
種
。
家
族
や
ご
近
所
に
新
鮮
な

採
り
立
て
野
菜
が
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
ブ
は
基
本
的
に
ふ
た
り

一
緒
で
す
。
新
し
い
道
が
出
来
る
と
、

ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
す
ぐ
さ
ま
制
覇
し
に
出

か
け
ま
す
。
野
球
観
戦
（
西
武
フ
ァ
ン
）

読
書
（
推
理
小
説
）
に
も
熱
中
し
ま

す
。
歌
は「
あ
い
み
ょ
ん
」の
大
フ
ァ

ン
、取
材
中
に
ス
マ
ホ
で
代
表
曲『
裸

の
心
』
を
聴
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

２
年
前
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
私
の
家�

政
夫
ナ
ギ
サ
さ
ん
」
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

テ
ー
マ
で
、
詩
が
心
に
し
み
る
と
の

こ
と
。

ご
家
庭
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
し

た
。
奥
さ
ま
と
は
結
婚
36
年
目
、
お
子

さ
ま
は
男
の
子
3
人
、
お
2
人
が
自
立

し
て
い
ま
す
。
現
在
は
末
っ
子
の
同
居

が
楽
し
そ
う
で
す
。
中
型
犬
の
女
の
子
、

９
歳
の
パ
コ
ち
ゃ
ん
も
家
族
の
一
員
で
、

朝
夕
の
散
歩
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

数
多
く
の
お
見
合
い
の
末
に
奥

さ
ま
に
出
会
え
た
こ
と
は
、
深
く
感

じ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
き
っ
と

赤
い
糸
で
結
ば
れ
て
い
た
の
で
す
ね
。

茨
木
さ
ん
は
「
お
昼
休
み
は
ゆ
っ
く
り

休
み
た
い
で
す
か
ら
ね
」
と
前
置
き

し
て
、
照
れ
く
さ
そ
う
に
長
い
間
ず
っ

と
『
愛
妻
弁
当
』
持
参
で
あ
る
こ
と

を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。「
今
も
ふ
た

り
だ
け
で
よ
く
散
歩
す
る
ん
で
す
よ
」

と
も
。
聞
き
手
の
方
は
、
お
の
ろ
け
、

い
や
い
や
奥
さ
ま
へ
の
厚
い
信
頼
と

心
か
ら
の
感
謝
と
お
察
し
い
た
し
ま

し
た
。
他
に
言
葉
が
見
つ
か
り
ま
せ

ん
、
お
幸
せ
に
！�

（
重
松
）

FLOWER
 S E E D花・野菜の

培養土

ガーデニング
家 庭 菜 園

セット
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ま
め
に

　
健
康
チ
ェ
ッ
ク

秘
か
に
進
行
す
る
歯
周
病

「
鎌
倉
殿
は
重
度
歯
周
炎
」
。
こ
れ
は

香
南
市
の
歯
科
医
師
有
岡
憲
助
先
生
の

「
声
ひ
ろ
ば
」
へ
の
投
稿
で
す
。
頼
朝

は
度
々
歯
痛
に
苦
し
み
、
そ
の
死
因
は

歯
周
病
の
合
併
症
が
関
係
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

歯
周
病
は
歯
肉
の
炎
症
が
歯
を
支
え

る
骨
に
ま
で
及
び
、
放
置
す
る
と
歯
が

抜
け
落
ち
る
疾
患
で
す
。
気
づ
い
た
時

は
重
症
化
し
て
い
る
た
め
、
「
サ
イ
レ

ン
ト
キ
ラ
ー
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
歯

周
病
が
も
た
ら
す
全
身
へ
の
影
響
に
糖

尿
病
が
あ
り
、
心
筋
梗
塞
を
引
き
起
こ

す
血
管
の
血
栓
や
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
と
も
関
連
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
大
丈
夫
？

　
　

  

歯
周
病
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

�

　�

（
高
知
県
歯
科
医
師
会
の
資
料
）

❶
歯
周
病
が
疑
わ
れ
る
症
状

　

□�

朝
起
き
た
時

�

口
の
中
が
ね
ば
ね
ば
す
る
。（
1
点
）

　

□�

口
臭
が
あ
る
と

�

言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。（
1
点
）

　

□�
食
事
後
、歯
間
に
物
が
は
さ
ま
る
。

�

（
２
点
）

❷
歯
周
病
の
代
表
的
症
状

　

□�

歯
肉
か
ら
出
血
す
る
こ
と
が
あ
る
。

�

（
３
点
）

　

□�

歯
肉
が
は
れ
る
こ
と
が
あ
る
。�（
４
点
）

　

□�

ぐ
ら
つ
く
歯
が
あ
る
。　�

（
５
点
）

❸
歯
周
病
に
か
か
り
や
す
い
要
因

　

□�

あ
ま
り
歯
み
が
き
を
し
な
い
。�（
1
点
）

　

□�

タ
バ
コ
を
よ
く
吸
う
。　�

（
1
点
）

　

□�

歯
科
医
院
に
は
歯
が

�

痛
い
時
だ
け
行
く
。（
1
点
）

　

□�

ス
ト
レ
ス
を

�

感
じ
る
こ
と
が
多
い
。（
1
点
）

　

□�

骨
密
度
が
低
い
と

�

言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。（
1
点
）

 

結
果   （
❶
〜
❸
の
合
計
点
数
）

＊
0
点　
　
（
青
信
号
）

　

今
は
歯
周
病
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
1
〜
４
点 （
青
〜
黄
信
号
）

　

歯
周
病
に
な
って
い
る
か
、な
り
や
す
い�

　

要
因
を
持
って
い
ま
す
。

＊
５
〜
9
点 （
黄
信
号
）

　

歯
周
病
に
か
か
っ
て
い
る
可
能
性
が�

　

大
で
す
。

＊
10
点
以
上（
赤
信
号
）

　

歯
周
病
が
か
な
り
進
行
し
て
い
る

　

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

 

対
策   

　

特
に
黄
信
号
と
赤
信
号
の
方
は
必
ず

歯
科
医
院
を
受
診
し
、専
門
的
な
指
導

を
受
け
ま
し
ょ
う
。ま
た
毎
食
後
丁
寧

な
歯
み
が
き
を
実
行
す
る
こ
と
。今
す

ぐ
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。私
た
ち
の�

睡
眠
中
に
口
の
中
で
大
暴
れ
す
る
歯
周
病

菌
、起
床
し
て
す
ぐ
に
強
く
う
が
い
を
す

る
の
が
効
果
的
。継
続
は
力
な
り
。頑
張

り
ま
し
ょ
う
！�

（
重
松
）

シルバークラブからのお知らせ ※会場：シルバー作業所 2 階 会議室［見学は、ご自由です］
クラブ名 活動内容 会　費 活動状況 連絡先

ゆ る ～ り 
フラダンス

心と身体のリフレッシュ「ゆる～りフラダンス」。
心も身体も楽しいです。 300 円 第 1 月曜日　　　　　　

10：00 ～ 12：00
川村　寿美
090-2899-9148

詩吟・カラオケ お腹から声を出して元気に。
お仲間募集中。見学歓迎。お気軽にどうぞ。 会費不要 第 3 火曜日　　　　

10：00 ～ 12：00
小笠原 泰英
090-5149-0276

オ カ リ ナ 新会員を迎えオカリナ持参でピクニックを計画
中！ちむどんどんしています。 100 円 第 3 水曜日

9：30 ～ 11：00
片岡　保明
070-9000-1723

実 用 書 道 白木郁子先生の素晴らしいお手本を真似て皆さん
一生懸命練習しています。初心者もどうぞ。 

1,000 円
（謝礼）

第 2 月曜日　　
10：00 ～ 12：00

川村　寿美
090-2899-9148

やさしい英語 一緒に就業しなければ出会わない方々とクラブ
を通して仲間作り。親睦会もあり。 １回 500 円 第 2・4 月曜日

13：30 ～ 15：00
西村　正
090-8281-1171

朗　　　読 会員さん達は声を出して表現する事が楽しく
なってきたようです。 300 円 第 3 月曜日　　

10：00 ～ 12：00
安岡　信江
090-4785-6333

歌 謡 舞 踊 当分の間お休みです。お問い合わせは安岡まで。 安岡　信江
090-4785-6333

囲 碁 将 棋 囲碁・将棋の好きな会員が集まりお互いに教え
たり教えられたり楽しんでいます。見学歓迎。 会費不要 第 1・3 月曜日　　

13：00 ～ 17：00
田村　義明
090-8694-9014

絵　手　紙 当分の間お休みです。お問い合わせは杉本まで。 杉本　　博
090-4781-1620
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編編  

集集  

室室

■
令
和
４
年
度
の
総
会
が
開
催
さ
れ

新
年
度
と
な
り
ま
し
た
。
編
集
部
に

新
し
い
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
、
重
松
編

集
員
に
も
留
任
し
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る
世
相
の
影
響

で
不
安
に
な
る
会
員
さ
ん
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
い
き
が

い
高
知
が
会
員
を
繋
ぐ
一
助
と
な
る

よ
う
、
さ
ら
に
頑
張
り
ま
す
。�

（
池
）

■
「
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
聞
く
」
の
取
材
で

同
じ
城
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
久
保
ブ
ロ
ッ
ク

長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
人
そ

れ
ぞ
れ
の
歴
史
の
趣
が
有
り
多
様
性
を

感
じ
ま
し
た
。
一
方
私
も
全
国
を
転
勤

で
回
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
共
感
す
る

部
分
も
有
り
ま
し
た
。�

（
阿
）

■
新
し
い
編
集
員
の
吉
村
理
江
で
す
。

小
学
校
の
学
級
新
聞
以
来
の
挑
戦
で

す
。
何
事
も
や
っ
て
み
な
け
れ
ば
…

と
考
え
て
お
受
け
し
ま
し
た
。
お
役

に
立
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
吉
）

■
「
祝
卒
業
」
の
は
ず
が
訳
あ
り
で

落
第
、
お
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
。

編
集
お
手
伝
い
と
し
て
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。�

（
重
）

会員ひろば
キャンプ最高！！！

事務局　宮本　美樹

満開の桜の下でお花見キャンプ。
夜は肉や貝を焼いて夜桜を見ながらビー
ルで乾杯。森山でもらった薪で焚火。
ゆらめく炎をぼーっと見つめながらハイ
ボールを飲む。そんな野遊びにはまって
います。

季
節
の
絵
手
紙

杉
本　

博

　

 

一
宮
ブ
ロ
ッ
ク

5
年
ほ
ど
前
に
市
民
学
級
で
始
め
ま

し
た
。
日
常
の
雑
事
を
忘
れ
て
集
中
で

き
る
の
が
魅
力
で
す
。
作
品
を
作
る�

楽
し
さ
、
贈
っ
て
喜
ん
で
頂
く
楽
し
さ

に
支
え
ら
れ
て
続
け
て
い
ま
す
。
絵
手

紙
ク
ラ
ブ
は
休
部
中
で
す
が
、
興
味
の
あ

る
方
は
ご
連
絡
を
！

�

０
９
０
―
４
７
８
１
―
１
６
２
０
（
杉
本
）

イベントと趣味

令和令和44年7月～年7月～1010月の予定月の予定
配分金支払日・入会説明会予定日配分金支払日・入会説明会予定日

◎配分金支払日
令和４年令和４年
●７月１５日（金）  ●　９月１５日（木）
●８月１５日（月）  ●１０月１７日（月）

◎入会説明会　　　　　　　　 　　　　　　　　 
  令和４年令和４年
●７月１９日（火）  ●　９月２０日（火）
●８月１５日（月）  ●１０月１７日（月）

原則、第3月曜日　
午前10時～11時

まだ納入されていない方は、

お振込み

①四国銀行
②ゆうちょ銀行

事務局持参

振込用紙を
ご持参ください。

いずれかにお願いします。

年度が変わりました年度が変わりました
会費の納入はお済ですか？会費の納入はお済ですか？


